
町会総会議事録抄              2月 24日（日）の下戸塚町会「総会」 

町会活動の活性化が話題となりました。今後、少しずつ進めて行きます。 

１ 「回覧板を回すとき、お隣さんとおしゃべりをしましょう！」 

【今すぐできること】 町会に加入することは、安全・安心のネットワークを拡げることで 

すが、基本は隣組のお付き合いです。回覧を「隣のポストに入れるだけ」、「門扉にかける 

だけ」から、ひと手間かけてちょっとおしゃべりをしましょう、という提案です。 

２ いろいろな町会活動間の連携を深めるため、（役員、各部の部長たちで）定例会前に打ち 

合わせをしていきます。                           

３ 回覧物の内容を、読んで面白いものに変えていきます。   

                                                            

 役員会から  今後、会員の皆様の声を聴くための工夫をしていきます。  

（「自主防災部」から）   ウイルスも災害！ 
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※ 防災は、基本の知識が大切です。自主防災部は、毎月第 3 日曜日に町会会館で、防災知識の講習会や訓練を行っ

ています。町会員なら誰でも、自由に参加できます。 毎回の内容は、回覧でご案内します。    

１ 開設される避難所は「一とき避難所」と呼ばれ、公民館がそれに

当たります。（地震時の、「指定避難所」とは別です）   

２ 毛布1枚は提供されますが、飲料水や食料の提供はありません。

自分で用意して避難することになっています。着替え等必要最 

低限の物品を準備して、避難します。 

３ 「一とき避難所」内は禁煙、もちろん酒類持ち込み禁止です。  

４ ペットを連れての避難はできません。 ５ ごみは全て持ち帰り。 

今回の新型コロナウイルス騒ぎと地震や水害は、同じ「災害」です。 トイレットペーパーは、

マスクは、消毒用アルコールの備えは出来ていましたか？ 

30 年以内に発生する確率がたいへん高いと言われている首

都直下地震、東海地震などでは、製紙工場のある静岡県が大

打撃を受けます。そうなるとトイレットペーパーの入手は？。 

今回「困ったこと」は、 

地震や水害でも困ること。 

マスク、トイレットペーパー、携帯トイレ、最低 3

日分の食料・水、これらの備蓄は「自助」です。避

難所の備蓄は自宅がつぶれて、住めない人のため

のもので、たかが知れています。誰かをあてには

できないのです。 

 

「自主避難」 去年 10月 12日 

大地震などの際の避難とは違っ

て、内水氾濫や台風の接近時に自

主的に避難することです。「まだ

災害は起きていないが、怖いので     

避難したい」。  しかし、「自主避

難」そのものや自主避難の際のル

ールについては、ほとんど周知さ

れていませんでした。 

知っといて

‼ 


